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 第 2 章では、大恐慌とそれに続く銀行改革によって、銀行業と商業の分離が銀行業と証券業の論
理のなかに包摂された経緯を明らかにした。証券市場の発展と規制緩和を背景として、19 世紀後半

















































  第２章では、19 世紀後半から 1970 年までの期間における銀行業と証券業や一般事業との分離問題
について考察している。20 世紀初頭に銀行の証券業への参入が進んだが、1933 年銀行法により、利
益相反を排除するために銀行業と証券業の分離が行われたこと、そして銀行持株会社を通じた業務範









 第５章では、全国展開する大規模な小売業が ILC を通じて銀行業に参入する要因について、銀行
のクレジット・カード業務との関連で考察している。ここでは、カード業務に伴う消費者信用からの
収益とカード決済に伴うインターチェンジ手数料の問題が、大きな要因であることが指摘されてい
る。 
 本論文の評価できる点として次の３点をあげることができる。 
 第１に、これまでアメリカの銀行の業務分野規制にする研究は、証券業務の分離に関する研究が中
心であったが、本論文は証券業務に加えて、銀行と事業会社・商業会社との関係について、植民地時
代から現代に至るまで歴史的な視点から考察を行ったことである。 
 第２に、アメリカでは独立後の経済開発の時期に、州法銀行が運河や鉄道事業を行う事例があった
が、大銀行や経済独占に対する根強い反発は、こうした銀行と一般事業会社との結合を阻止する分離
政策の推進に大きな役割を果たすようになったことを明らかにしたことである。この事業会社との分
離原則は、金融持株会社を通じた銀行の証券業務や保険業務の参入を認めた GLB 法においても継承
された。 
 第３に、近年の証券会社や事業会社による銀行業への参入問題について考察し、こうした参入がイ
ンダストリアル・ローン・カンパニー(ILC)という実質的に銀行機能を持つ特殊な金融機関を利用し
ていることを明らかにしたことである。そして、クレジット・カードの決済手数料の分析を通じて、
この決済手数料の節約が大手小売業者による銀行業への参入契機となっていることを明らかにして
いる。 
  このように本論文は、歴史的な視点から現代の銀行業の業務分野規制ついて考察を行い、これまで
の研究で不十分であった、銀行と事業会社の業務分野規制に関する研究の進展に寄与したという点で
大いに評価できる。 
 以上により、審査委員会は全員一致で、本論文が博士(商学)を授与するに値するものと認める。 
 
